
Ⅰ．はじめに

　近年，抵抗性クロマツの事業的生産が行われ，海岸防災林を中

心として植栽されるようになってきた。

　これまで，抵抗性クロマツ１６クローンの種子生産性や家系抵抗

性等及び実生後代苗の着花性や種子生産性等については，特性評

価が行われている。（�，�）

　しかしながら，実生後代抵抗性クロマツの造林地における生存

率や成長等については戸田ら（�）のほかには報告は少ない。

　このため，実生後代抵抗性クロマツが家系別に植栽されている

造林地において，家系毎の生存率や成長量等を調査したので，そ

の成長特性について報告する。

Ⅱ．概要及び調査方法

　調査地は，鹿児島県薩摩半島南西部に位置する加世田市におけ

る下り松国有林８２林班は小班内の試験地１と網場国有林８０林班は

小班内の試験地２である。

　試験地１は，５家系２５２本を１９９５年３月に植栽しており，海岸か

ら約５０ｍの距離に位置している。

　試験地２は，１６家系がそれぞれ２０本ずつ２反復で計６４０本を

１９９９年１月に植栽しており，海岸から約２００ｍの距離に位置して

いる。

　今回の調査は，生存率，樹高及び胸高直径（根元径）等につい

て，試験地１は１９９５～２００１年，試験地２は１９９９～２００１年にかけて

実施した。

Ⅲ．結果と考察

（１）生存率の比較

　表－１に試験地１の家系別生存率を示す。２００１年３月の６年生

時で最も高い家系は川内ク－２９０で１００％，最も低い家系は三豊ク

－１０３で７０％である。

　表－２に試験地２の家系別生存率を示す。２００１年３月の２年生

時調査で最も低い家系で８３％生存しており，平均で９５％であった。

　今回の調査項目には取り上げていないが，両試験地共に目視で

きる範囲においてマツノマダラカミキリの後食痕は確認されてい

ない。しかし，試験地２についてはノウサギによる幹切断被害が

確認されている。

（２）平均樹高及び平均胸高直径（平均根元径）の比較

　試験地１の６年生時において，図－１に家系別平均樹高，図－

２に家系別平均胸高直径を示す。これらの平均値間の有意差検定

を行った結果を表－３に示す。

　平均樹高では，三豊ク－１０３，志摩ク－６３と川内ク－２９０，波方

ク－３７，波方ク－７３の家系間で有意差がみられた。次に平均胸高

直径では，三豊ク－１０３と志摩ク－６４，川内ク－２９０，波方ク－３７，

波方ク－７３の家系間で有意差がみられた。

　次に，試験地２の２年生時において，図－３に家系別平均樹高，

図－４に家系別平均根元径を示す。

　平均樹高では，川内ク－２９０，大瀬戸ク－１２，大分ク－８，夜須

ク－３７等の家系が高い値を示した。

　平均根元径では，川内ク－２９０，夜須ク－３７，志摩ク－６４等の

家系が他よりも高い値を示した。

　また，試験地２における試験地１と同じ５家系について，平均

樹高と平均根元径における有意差検定を行った結果を表－４に，

平均樹高における特性評価を行った結果を表－５に示す。平均樹

高では三豊ク－１０３と他の家系間で有意差がみられ，試験地１と

類似した結果となった。平均根元径ではいくつかの家系間で有意

差がみられたが，試験地１とは若干異なっている。なお，５家系

の特性評価の結果は，まだ２年生ではあるが，クローンにおける

特性評価とほぼ同様の評価値が示された。さらに，試験地１にお

ける平均樹高をみるとクローン特性評価値４である川内ク－２９０

が優れた成長を示していることが分かる。

　これらのことから，５家系の成長特性については実生後代苗が

クローンの形質を受け継いでいることが推察された。

　今回は，２つの試験地に共通した５家系を主として解析を行っ

たが，今後継続して調査を行い，全ての家系について特性評価を

実施する必要がある。

　また，現地におけるマツノザイセンチュウ抵抗性についても併

せて調査を実施する予定である。
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表－３．家系別有意差検定結果（試験地１）

胸高直径樹高
供試数
（本）家系 標準

偏差
平均値
cm

標準
偏差

平均値
cm

１．２６ａ±３．３６６４．０５ａ±２８８．９３１４三豊ク－１０３
１．４３ｂ±４．３４５１．７３ａ±３０６．３６３９志摩ク－６４
１．４０ｂ±４．９８６７．４１ｂ±３７２．４３３９川内ク－２９０
１．４０ｂ±４．４９７０．０１ｂ±３５１．０９８１波方ク－３７
１．３３ｂ±４．４５６２．３２ｂ±３５６．５２４４波方ク－７３

注）平均値間の有意差検定：同一アルファベット文字では５％水
準で有意差がなく，異文字間では５％水準で有意差があることを
示す

表－４．家系別有意差検定結果（試験地２）

根元径樹高
供試数
（本）家系 標準

偏差
平均値
mm

標準
偏差

平均値
cm

７．０５ａ±２６．００２４．６７ａ±１０９．４２３６三豊ク－１０３
５．７９ｂ±３２．５９２０．０９ｂ±１２５．７０３７志摩ク－６４
６．９３ｂｃ±３３．３８２０．８６ｂ±１３１．８９３７川内ク－２９０
６．１１ｂｄ±３０．２６２２．４３ｂ±１２６．８１３７波方ク－３７
５．５９ａ±２６．２４２７．４１ｂ±１２７．５６３２波方ク－７３

注）平均値間の有意差検定：同一アルファベット文字では５％水
準で有意差がなく，異文字間では５％水準で有意差があることを
示す

表－５．樹高における家系別特性評価

参考　樹高（試験地１）樹高（試験地２）クローン
特性表
評価値＊

産地家系名 標準
偏差

平均値
cm

本数
（本）評価値＊＊標準

偏差
平均値
cm

本数
（本）

６４．０５±２８８．９３１４２２４．６７±１０９．４２３６香川三豊ク－１０３
５１．７３±３０６．３６３９３２０．０９±１２５．７０３７２福岡志摩ク－６４
６７．４１±３７２．４３３０３２０．８６±１３１．８９３７４鹿児島川内ク－２９０
７０．０１±３５１．０９８１３２２．４３±１２６．８１３７３愛媛波方ク－３７
６２．３２±３５６．５２４４３２７．４１±１２７．５６３２３愛媛波方ク－７３

＊（九州地区林業試験研究機関連絡協議会（育種部会），１９９９）
＊＊以下により算出した。
偏差値＝５０＋（家系の平均値－全家系の平均値）／全家系の標準偏差）×１０
評価値＝５：６５以上，４：５５～６５未満，３：４５～５５未満，２：３５～４５未満，１：３５未満

表－１．抵抗性マツ家系別生存率（試験地１）

生存率（％）植栽本数
家系母樹名

’０１．３’９９．７’９８．５’９５．６本

７０７０８５１００２０三豊ク－１０３
１００１００１００１００３０川内ク－２９０
８０８４８６９９１００波方ク－３７
８４９２９２９８５１波方ク－７３
７５８０８０９６５１志摩ク－６４
８１８６８８９８２５２抵抗性まつ計（平均）

表－２．抵抗性クロマツ家系別生存率（試験地２）

残存率（％）植栽本数
抵抗性クロマツ家系�

’０１．３’９９．７本

９５１００４０三豊ク－１０３１
９８１００４０川内ク－２９０２
９５９５４０波方ク－３７３
９８９８４０大瀬戸ク－２４
９８１００４０吉田ク－１２５
１００１００４０頴娃ク－４２５６
９８１００４０津屋崎ク－５０７
９５１００４０小浜ク－２４８
９８１００４０小浜ク－３０９
８８１００４０波方ク－７３１０
８３９３４０土佐清水ク－６３１１
８８１００４０大分ク－８１２
９８９８４０夜須ク－３７１３
９０９３４０田辺ク－５４１４
９５９５４０志摩ク－６４１５
１００１００４０三崎ク－９０１６

９５９８６４０

図－１．抵抗性クロマツ家系別平均樹高（試験地１）

図－２．抵抗性クロマツ家系別平均胸高直径（試験地１）

図－３．抵抗性クロマツ家系別平均樹高（試験地２）

図－４．抵抗性クロマツ家系別平均根元径（試験地２）


